
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当センター専任研究員を進行役として派遣します 
 

地域や職場の研修でふらっとカフェを開催してみませんか？当セン

ターの専任研究員を進行役として派遣します。事前に打ち合わせを

行い、日程や参加人数、テーマ等について確認します。お気軽にお

問い合わせください。 

（参加人数等によってはご希望にそえない場合もあります。予めご

了承ください。） 

鳥取県人権文化センターが考案した対話型の人権学習です 
 

参加者全員で 1 つのテーマ（問い）についてゆっくりじっくり対話し、学びを

深めていきます。当センター研究員が進行役を務めます。「知らないことを新

たに知る場」ではなく、知っている（と思っている）ことや当たり前だと思って

いることを改めて問い直す場です。結論を出したり、合意形成したりする必要

はありません。「考えること」、「探求すること」、その楽しさと難しさを味わいま

しょう！ 

ふらっとカフェ 

とは？ 

ふらっとカフェを 

してみませんか？ 

少人数  １つのテーマで  じっくり話す  深める  対話型の人権学習 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうやって 

やるの？ 

時 間 
 

１時間半～２時間必要です。 

進行役 
 

参加者同士の対話を促進する進行役が必要です。

進行役も対話に加わりながら、話の整理をしたり、学

びを深めるための問いかけをしたりします。基本的

に、当センターの専任研究員が進行役を務めます。 

ルール 
 

進行役がルールを提示します。 

例えば… 

・ゆっくり取り組もう。 

・よく聴き合おう。 

・変化を楽しもう。 

テーマは１つ 
 

参加者それぞれの意見を吟味しゆっくり思考を深め

ていくために、テーマは１つに絞ります。当たり前だと

思い込んでいることやよく使う言葉、疑問に思ってい

ることやタイムリーな話題等、じっくり考える機会にし

ましょう。 

これまで実施したテーマ例 
 

・“笑い”と差別の境界線 

・校則は必要か？ 

・「私らしさ」って何？ 

・周りに合わせるのが良いとき、悪いとき 

・「思いやり」は人権を守れるか？ 

・幸せの定義 

・女子力って何？ 等 

ふらっとネーム 
 

その場限りの名前（自分が呼んでほしい名前）で呼

び合います。これを、ふらっとネームといいます。ふらっ

とネームは、所属や肩書きに縛られることなく、また、

「○○だから」と相手にレッテルを貼るのでもなく、対

等な個人としてその場にいるための１つの工夫です。 

① 進行役が趣旨とルールを説明。 

② 各自が「ふらっとネーム」を考え名札を作って自己紹介。 

③ 進行役がテーマの設定理由について説明。 

④ 発言したい人にコミュニティボールを渡してスタート。 

⑤ 時間が来たら潔く終了。 

おおまかな流れ 

飲み物とおやつ 
 

好きな飲み物を飲んだり、おやつをつまんだりしなが

ら、リラックスして参加してください。おかわりもご自

由に。差し入れも大歓迎です！ 

少人数 
 

参加者全員で対話をするため、４人～１０人程度の

少人数で行います。 

公益社団法人鳥取県人権文化センター 
電 話 （０８５７）２１-１７１２ 
メール t-jinken@tottori-jinken.org（代表） 

【担当：中江】 


